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平成 23年 7月 1日 

神奈川大学 

学生ボランティア活動支援室通信 

ＮＯ.６ 

Your field＝あなたの夢（世界）ボランティアを通して見つけてもらいたい。 

と言う想いから名づけました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは、ボランティア支援室です！新学期が始まって早３ヶ月が経とうとしていますが、

新入生の皆さんは大学生活に慣れたでしょうか？３月１１日に起こった東日本大震災を受けて

微力ながらも何か力になれればと思い、ボランティア支援室では、通常のボランティア情報以外

に被災地支援のボランティア情報も集めております。 

被災地復興のために自分も何かしたいと思っている方は多いのではないでしょうか。しかし被災

地に行くことだけがボランティアではありません。被災地以外の場所でも困っている人は沢山い

ます。そう言った方々の為にも、私たち一人ひとりがやれることは多岐にわたると思います！ 

そこで今回は、被災地支援である「ＫＵ“東北”ボランティア駅伝」の活動報告・これから

でも間に合う夏ボラ特集の２本立てでお送りします！ 



2 

 

  

☆★☆★☆★☆★☆ 

その前に ボランティア支援室（ボラ室）とは？ 
 

知らない人もまだまだ多い（泣）ボランティア支援室とはどんな組織なのか、ここで改

めて紹介させて頂きます！！ 

 

ボランティア支援室とは、部活やサークルとは違い学生課が管轄している大学機関の一

つです。と言っても全く堅苦しいところではなく、アルバイトさんやスタッフ一同和気あ

いあいと運営しております♪ 

【何をしているの？】 

ボランティア支援室(略してボラ室)では主に、大学に送られてきたボランティア情報

の仕分けと、学生へのボランティア情報の紹介を行っています。 

【スタッフ】 

今年も一年生がたくさん加わり、総勢２５人で活動中です！ 

【活動場所】 

１９号館３０５号室です。（生協のある建物が１９号館です）ちょっと分かりにくい所

にあるのですが１階の階段と入口の前に看板が置いてあるので、お越しの際には目印

にしてください。 

【開室時間】 

月曜～金曜の１０時～１３時・１４時～１７時(１３時～１４時は昼休み) 

 

ボランティアの情報は大きく分けて福祉・

国際理解・子ども・環境の４つの分野を用意

しています。期間も短期・長期と皆さんのご

希望に沿えるように様々な情報を揃えていま

す。また現在は、被災地支援のボランティア

もご用意しています。 

 

 「何か具体的なことは決まってないけど、何か

したい」といった場合でも、スタッフがお手伝い

をしますのでお気軽にお越しください♪ 

 

 

 

 

☆★☆★☆★☆★☆ 

写真 

▲ ここにボラ情報があります 
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今回の震災を受けて、ボランティア支援室では４月２日(土)～６日(火)にかけて大学構

内及び白楽駅周辺で募金活動を行いました。 

 

 

 

 

義援金は総額１１３，０７８円集まり、

すべて日本赤十字社に寄付いたしました。

皆さまのご協力ありがとうございました。 

←この写真見覚えある方も多いと思います（笑） 

  JINDAI style にも掲載して頂きました。 

 

＜スタッフ体験記 at 岩手県遠野市＞ 

 ６月３日～６日に当室の１年生５人が「ＫＵ“東北”ボランティア駅伝」に参加してき

ました。この活動は活動拠点がある岩手県遠野市で、主に支援物資センターで物資の受け

入れ・分別・配給の手伝い、行政スタッフの補助を行います。 

 

参加したスタッフの体験記をご紹介します。 

☆人間科学部・１年 女子 

 実際に家が全壊した方や家族を亡くした方を目の前にすると、かけるべき言葉が見つか

らず無力さを感じました。しかし、物資センターへ訪れる方々のほとんどが私たちのボラ

ンティア活動に感謝してくださっていて、こちらが励まされることが多かったです。現地

の方に対して気を使って接する必要は大いにあると感じましたが、現地の方にとっては、

人とのコミュニケーションがストレス発散になると思ったので、関わることや知ることか

ら逃げてはいけないと感じました。 

 

☆工学部・１年 男子 

 数ある震災ボランティアの一つということで、現地の状況のほんの少ししか掴むことが

できませんでした。しかし微力ながら活動させてもらい、少しでも貢献できたのであれば

良かったと思います。 
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小さな子どもとその家族が集まって、

一緒に遊んだり、おしゃべりしたりす

るところです。 

日時： 要相談 

場所：JR横浜線・東急東横線 

『菊名駅』西口より徒歩２分 

内容：０～３歳までの乳幼児を対象に 

おままごとや水遊びをします♪ 

事前に学生ボランティアのため

の説明があるので、初めての方

でも安心です！ 

 

 

 

 

日時：月曜～土曜 

１０：００～１２：００ 

   １３：３０～１４：３０ 

場所：市営地下鉄『片倉町駅』 

より徒歩１０分 

内容：お話相手、囲碁・将棋 折り紙  

レクリエーションの補助などに  

   一緒に参加してくれる方を募集中♪ 

夏限定のボランティアと言う訳 

ではなく、随時受け付けています！ 

 

 

 

 

ＨＯＮＵは神奈川大学内で、教室の移動などにサポートを必要としている学生のお

手伝いを行っています。現在のＨＯＮＵは人手が不足していて、一人の障がいを持

つ学生さんの学校生活さえ十分に支えることができません。これからサポーターを

増やすことで活動の幅を広げて行こうと考えています。 

  

内容： 車いす専用の机や教科書・筆記用具の準備やトイレサポートも行っています。 

    現在募集しているのは、昼食を一緒に食べてくれる人と有償トイレサポート 

    となっています。興味のある方はボランティア支援室までお越しください♪ 

 

 

 

 

 

夏休みボランティア（略して夏ボラ）とは 

長期休暇を利用して多くの学生にボランティアを体験してもらおう！ 

という企画です 

ボランティアをするきっかけになればいいなと思います♪ 
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（横浜市青少年交流センター） 

 

小・中学生が学校帰りなどにふらっと立ち寄れる施設です。施設内には、体育館やフリース

ペース、自習室などがあり、来館する青少年が自由に使えます 

 

日時：７月２４日～８月２８日 

   ※事前研修会あり ７月２３日（土）１４～１６時 

場所：JR京浜東北線・市営地下鉄『桜木町駅』より徒歩１５分 

   京浜急行『日ノ出町駅』より徒歩１０分 

内容：夏休み中に来館する小中学生たちの宿題のサポートや、体育館で一緒にバスケやドッ

ヂボールをします！ドッジボール大会や夏休みならではの肝試しなどのイベント盛

りだくさんです♪ 

☆毎年多数の神大生がお世話になっている所なので、初めての人におすすめです☆ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

ハンディキャップをもつ方々と料理や Tシャツづくりを行う『ほっと・館』や 

   中高生の自主的な活動や思いをサポートする『CoCo』など様々なボランティア

があります♪興味のある方は、お気軽にご相談ください☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏ボラ☆申込方法 

申込用紙（当室にて配布）に必要事項を記入の上、１９号館３０５号室の 

ボランティア支援室に提出してください 

【申込締め切り】 ７月２０日（水）１５時まで 
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KU 東北ボランティア駅伝 

この夏をいつもと違う夏にする 

ボラ駅伝参加者募集中！ 

被災地支援室は、神奈川大学として東日本大震災へのボランティア活動に関する総合的支

援を行う施設です。すでに、４月２８日より「KU“東北”ボランティア駅伝」がスタート

しています！１回４日間の日程で支援活動を行います。 

【活動内容】 

 物資センターにおいての支援物資仕分け、配付作業

 本部における書類整理補助（PC入力作業等）

 避難所での活動補助 など

学内でこのポスター見た人も多いはず 

交通・宿泊・保険料不要！ 

 今後も、活動支援の「襷」を繋ぐ仲間を募集中！ゼミやクラブの団体だけでなく個人参

加も大歓迎です。まだ一度もボランティアを経験していない人でも大丈夫です！ 

＊詳細については、「東日本大震災被災

地支援室」（右記の連絡先）にお問い合

わせください！ 

お問い合わせ  

横浜キャンパス 21 号館 2 階(マクドナルド 2 階奥) 

【開室時間】9：00～17：00(月～金・休日を除く) 

【電話】045-481-5661(内線 3524)  

http://www.kanagawa-u.ac.jp/aboutus/facilities/yokohama/
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通称 Mぷろ 

 

あなたの周りに眠っているマンガはありませんか？ 

避難所・仮設住宅での生活をしている方々に、あなたの本棚に眠っているマンガを贈るこ

とで笑顔を届けませんか？本は一冊から受け付けています。 

尚、当方で贈れないと判断した本（汚破損がある等）については売却し、新刊の購入費に

充てさせて頂きますのでご了承の程お願い申し上げます。 

 

【集めている本の種類】単行本・大人でも読めるもの・ライトノベル etc… 

  

【贈り先】（６月２２日現在） 

   ・宮城県気仙沼市 

   ・岩手県大槌町（８月～） 

 

【期間】：今年度中を予定 

 

 【団体の活動内容】いらなくなったマンガを集める 

         夏休みには避難所に直接行ってマンガを届ける 

         今年度中の移動図書館の設立 

 

現在、Mプロではメンバーを募集しています！ 

 授業などで、被災地に直接行けない学生でもマンガの寄付で何らかの力になれると思い

ます。今回の震災復興に貢献したい人、マンガ好きな人大歓迎です！ 

お気軽にご連絡ください♪ 

【連絡先】r201100509wv@kanagawa-u.ac.jp 

          Yanagiikka.at.ainada@gmail.com 

          09055607819 （柳田拓真） 

 

【協力団体】アクションポート横浜・神奈川震災ボランティアネットワーク・㈱サムライファクトリー 
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発行： 神奈川大学 学生ボランティア活動支援室  

〒２２１－８６８６  

神奈川県横浜市神奈川区六角橋３－２７－１  

神奈川大学 横浜キャンパス １９号館３０５室  

開室日時:月曜日～金曜日 １０：００～１７：００  

TEL:０４５－４８１－５６６１（内線４４４０）  

FAX:０４５－４８１－２７３６  

HP: http://www.hs.kanagawa-u.ac.jp/volunteer/  

E-mail：ku.vol.center@gmail.com 

 

 

 

 

 

当室も共催している Change JINDAI!2011が無事終了しました。昨年９月に引き続き、ミッ

ション型ゴミ拾いイベントと言う事で、数多くの方に参加して頂きました。実行委員長か

らのコメントも届いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知らない人と何かをやるのは敷居が高いです。どうやって会話しようとか思っているだ

けで難しく考えてしまいます。そしてゴミ拾いはめんどくさそうです。これらを上手く解

消できるイベントをやれば、「人と協力して何かをやるのは楽しい」ということと、「ゴミ

拾いにもこんな楽しみ方がある」と思ってもらえるのでは。それらが広がることでマナー

の向上や、人間関係を作ることへの恐れを減らすことができて、今よりもうちょっといい

世の中になるのではないかと思い、このイベントを企画しました。当日は 240 人の参加者

が 270キロのゴミを集めてきて、「また来るよ！」と言ってくれるような素晴らしい結果に

終わりました。次回はもっといい企画にしようと頑張っておりますので、是非参加してみ

てください。本当にありがとうございました。(Change JINDAI実行委員長 友定仁) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

twitterやってます♪ 

たぶん大学ボラセン初（笑）のボラ

室公式の twitterアカウント 

@volstaff 

是非フォローして下さい☆ 


